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IFOAM-Organics Asiaについて

• 2012年設立

• 会員：18のアジアの国と地域（中央アジアと中東を含む）、230会員

－設立時は88会員

• 韓国（本部）、中国、フィリピン、バングラデシュで法的に登録され

ている

• IFOAM-Organics Internationalのアジアの地方団体
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IFOAM-Organics Internationalについて

• 1972年設立

• 会員：132の国、850の団体会員

• ドイツ ボンが拠点

• 世界で唯一の有機農業に関する国際的な総括組織

• 7の地方部局（全大陸・領土を代表）

• 6のテーマ別プラットフォーム（種子、水産養殖、養蜂、畜産、IFOA
Mの技術革新プラットフォーム、有機栽培農家団体の大陸間ネット
ワーク（INOFO））
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IFOAM-Organics Asiaの主な目的
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有機分野において、ステークホルダー達を代表する
1. 地方自治体
- アジアの地方政府（ALGOA（アジア有機農業地域自治体連合））
- アジア以外の地方政府（GAOD（世界有機地域自治体連合））

2. 若者
- アジアオーガニックユースフォーラム
- ヤングオーガニックアジアネットワーク
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3. 女性
- Women in Organic Agriculture in Asia (WOAA)

4. 教育と研究
- ALGOA有機農業基礎コース
- アジア有機農業イノベーション・技術プラットフォーム（OIT）
- 有機農業発展のための教育・研究（E-ROAD）

5. 国際有機エキスポ（5年毎）
- 有機分野最大の会合

6. オーガニックフェスタアジア（年次開催）
- B2B + B2C 有機見本市＋消費者交流



• 2015年9月19日に正式発足（9月19日は「アジア有機デー」
でもある）

• IFOAM-Organics Asiaの姉妹組織であり、2016年から韓国で
正式登録

•地方政府、民間、IFOAMアジア加盟団体及びアジア地域の
パートナーが連携し、有機分野の発展を促進する連合体

•アジアの18カ国・地域に280の加盟団体を有する（2025年現
在）

                           

                   https://www.algoa-organics.org/

ALGOAの現在の状況



•有機農業を発展させる国々への政策支援

•有機農業における最良の方法・成功事例と革新に関する情
報交換

•地方政府職員・専門家と有機農業関係者の相互交

•地方政府職員に対する有機農業教育

など

                           

                   

ALGOAの目的

https://www.algoa-organics.org/



• ALGOAは、ALGOAメンバーである地方政府（「議長職保持
者」）が主導し、議長不在時にはIFOAM-Organics Asia会長
が支援する

•議長職はメンバー間で輪番制となり、ALGOA年次サミット
で2年ごとに決定される

•事務局運営費などの運営資金及びプロジェクト資金は、ALG
OA議長職保持者によって提供される
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ALGOAの運営



•年次ALGOAサミット

•年次ALGOA有機農業基礎コース（マスタークラス）

-有機農業の基礎を学ぶ7日間の宿泊研修

- ALGOA及びIFOAM-Organics Asia会員、特に政府関係者及び若

年層を対象に提供

ALGOAの活動
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設立メンバー
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メンバー交流
（2017年5月 木更津がブータンを訪問）

（2015年9月 第一回ALGOAサミット） （2017年5月 交流訪問）



メンバー交流
（2016年11月 ビスリグ市が木更津を訪問）



ALGOA有機農業基礎コース（ALGOA OFC）は、ALGOAプロジェクト
の一環として、地方政府職員およびIFOAMアジア加盟団体向けに提供
される有機農業研修プログラムです。

2021年度ALGOA有機農業基礎コースへの応募は、ALGOA加盟団体、IF
OAMアジア加盟団体、およびアジア地域のパートナーを対象とします。
ALGOA加盟団体およびIFOAMアジア加盟団体の代表者を優先的に受け
付けます。

2016年のALGOA OFC開始以来、既に200名以上の研修生が本コースを
修了しています。

ALGOA有機農業基礎コース
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ALGOA有機農業基礎コース(OFC) / マスタークラス

-政府関係者、若手農家、ALGOA及びIFOAMアジア加盟団体を対

象とした有機リーダーシップに関する7日間の合宿研修

- OFCの下で250名以上が研修を受講

- 2016年OFCの第一期修了生がアジアオーガニックユースフォー

ラムを設立—現在はヤングオーガニックスグローバルネット

ワークへと発展し、年次世界有機青年サミットを主催



フィリピンの4つの地方自治体の首長が
2016 OFCを修了
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木更津 OFC（2016年11月）

                           

                   



キルギスタン OFC
（2017年7月）

最年長受講者は65歳 / 有機栽培農家



OFCマスタークラス2022の修了者

Ac



• 第1回有機農業政策国際会議と併催

• アジア圏外パートナーとの初接触

- 本会議は2020年の「世界有機地域自治体連合（GAOD）」

設立に極めて重要な役割を果たした

- 2020年より、年次開催のALGOAサミットは「ALGOA & GA

ODサミット」に名称変更
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第5回ALGOAサミット（2019）での発展



世界へ羽ばたくALGOA–世界有機地域自治体連合の誕生

ALGOAとイタリア・ローマに本部を置く国際生態地域ネットワーク
（INNER）は、GAODの設立につながった覚書（MoU）に署名した。



なぜGAOD? 

•共通の主体と目標
ALGOAとINNERはともに、地方政府やその他の関
係者と連携し有機農業を推進している。
INNERが提唱する「有機地区（エコリージョン、
バイオ地区、バイオテリトリー）」の概念は、コ
ミュニティ構築、所得創出、地域有機食品システム、
都市と農村の交流などを含む有機的発展の包括的構
想であり、アジアで進行中だがまだ概念化されてい
ない動きと類似している。
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GAOD設立メンバー
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GAODの目的

1.有機農業の発展、特に有機地区の創設から生じるプロセス、
事例、知識、経験を共有することを促進するため

2.世界の他の地方政府（アフリカ、北・南アメリカ大陸、オセ
アニア諸国、および太平洋諸島諸国・地域（PICT））を協力
ネットワークに招き入れ、ダイナミックなグローバル有機食
品システムの模範を形成する。
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GAODの現状

1. ALGOAおよびINNERの全会員は自動的にGAODの会員と
なる

- ALGOA: 280会員（主にアジア）

- INNER: 60有機地区（主にヨーロッパ）
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GAODの運営

• ALGOA会長とINNER会長がGAODの共同議長を務める

• 運営は専門家委員会とワーキング部会の部会長によって決定される

• 7つのワーキング部会が設置されている：

- ワーキング部会1：有機地区統合管理

- ワーキング部会2：観光と美食

- ワーキング部会3：天然資源管理とエネルギー生産
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- ワーキング部会4：食品加工、流通、消費、食料・栄養の安

全保障、品質、健康

- ワーキング部会5：社会農業、コミュニティ・エンフォース

メント、都市と農村の連携

- ワーキング部会6：コミュニケーション

- ワーキング部会7：若者と有機農業

GAODの運営



GAODのイベント– 有機地域世界大会



第三回有機地域世界大会（2025年8月 中国大同市）





第2回学校給食と公共調達に関する国際会議

－「子どもを置き去りにしない！」

台湾新北市；2024年10月16日～17日
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特別オーガニックイベント
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